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公立小学校の 5 年生、6 年生を対象に週に 1 回おこなわれた。





























































2018 年 12 月 22 日(土)午後に小学校低学年と中・高学年を対象に 2 部構成で授業を実施した。
授業を準備するにあたって、本学の言語科学専攻及び国際英語専攻の学生が中心となって協働し






















表 1：第 1回クリスマス英語カフェ 第 1部授業の流れ
学習内容・活動内容 目標
あいさつ あいさつ 元気よく英語であいさつできる。
歌 We Wish You a Merry Christmas! 英語で歌が歌える。
学び 1 色の名前を学ぶ。
Touch the color game
英語で色の名前を言える。











表 2：第 1回クリスマス英語カフェ 第 2部授業の流れ
学習内容・活動内容 目標
あいさつ あいさつ 元気よく英語であいさつできる。









活動1 クリスマスカードを作ろう！ I want ～．の文を使って欲しいお菓
子を英語で書ける。
活動 2 英語カルタ 英語を聞いてどの単語か理解できる。









































2019 年 2 月 17 日(日)午後、2 回転で同じ内容の授業を実施した。授業を準備するにあたって、
前回のクリスマス英語カフェと同様、本学・言語科学専攻及び国際英語専攻の学生が中心となっ



























＝難しかった 2 ＝ちょうどよかった 3 ＝易しかった）授業そのものは、全員が「楽しかった」
と回答した。（1 ＝楽しかった 2 ＝つまらなかった 3 ＝どちらとも言えない）
授業の流れは以下表 3 に示した通りである。




















































の英語活動が 2019 年 4 月から始まった。
東女クロスのメンバー数人で学校に伺い、予定を決める打ち合わせに、校長、副校長、5 年生担
当の先生、3、4 年生担当の先生が参加してくださった。小学校での英語活動の大きな行事の流れ











2 時間目：5 年 1 組（31 名） 4 時間目：5 年 3 組（31 名）
3 時間目：5 年 2 組（31 名）
③ 東女クロス参加学生
国際関係専攻 1 名（3 年）・言語科学専攻 4 名（3 年）
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Greeting・Song 挨拶・Hello Song を歌う 英語で歌が歌えるようになる
Study1 Study country’s name
How long will you stay?
国名を英語で言えるようになる
滞在期間を英語で言えるようになる
Activity 1 入国審査を体験しよう 入国審査を体験する
Study2 Study vocabulary
What do you want?
商品の名前を英語で言えるようになる
自分の欲しいものを英語で言えるようになる


















入国審査を体験してもらうために、児童に 4～5 人の班を7 班作ってもらい、班ごとに各ブースを
移動してもらった。全員 1 枚パスポート（図 5・6）を配り、それを持ってブースを移動してもらう。







・Where are you from?
・How long will you stay in this country?
Study2：Shopping のための単語の練習



































・What do you want?
- I want 〇〇 .
・How many 〇〇 do you want?
- I want 〇〇.

















難易度 人数 難易度 人数
ちょうどよかった 24 ちょうどよかった 21
簡単だった 13 簡単だった 8
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